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清
朝
公
羊
亭
に
就
て
二
題

悪品

家

ームヌH
J

常
州
的
中
公
羊
設
に
限
ら
ず
、
公
平
撃
が
従
来
諮
り
て
来
た
経
緯
に
は
、
種
々
稿
淡
し
た
問
題
が
内
在
し
て
ゐ
る
。

乙

れ
か
ら
解
設
し
ょ
ヲ
と
す
る
、
っ
春
秋
停
経
設
L
、
「
素
王
一
一
京
区
設
し
も
乙
れ
で
あ
る
。
常
州
撃
論
一
訴
訟
の
み
で
は
、
到
底
共

の
公
羊
設
の
み
一
斑
そ
窺
へ
な
い
や
う
に
、
常
州
島
十
公
羊
設
芦
け
で
は
、
内
容
的
に
甚
だ
之
し
い
黙
も
あ
る
わ
け
だ
。
仏
ぬ

の
関
矛
}
杭
ふ
に
は
、
常
州
島
ナ
公
羊
設
か
ら
前
後
に
出
後
し
て
、
全
ハ
の
由
来
す
る
所
を
探
求
す
る
と
共
に
、
抜
、
乙
れ
が

い
と
う
後
世
の
成
一
ー
に
稗
移
し
て
行
つ
だ
か

k
追
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
、
春

孝夫

傷

'X.m 
2・、，，...
‘一

5党

器
秋
附
神
経
に
闘
し
て
、
常
州
議
'
一
淑
の
う
ち
に
設
を
な
す
者
を
探
索
す
る
に
、
都
建
様
、
が
僅
か
に
、
左
氏
春
秋
考
証
に
、

「
夫
子
之
総
書
於
竹
潟
、
微
一
一

f

一
日
大
義
不
可
以
審
判
九
、
別
波
及
之
徒
停
之
、
L

穀
梁
綴
疾
申
何
伎
に
、

「
鱗
営
円
以
怨
春
秋
微
一
一
一
一
日
大
義
、
得
論
諸
子
背
符
開
之
、
泊
予
佐
子
忠
孟
子
著
大
綱
、
実
不
可
綴
ニ
一
一
問
者
、
鹿
子
一
夏
日
授
之
、



会
平
氏
五
約
四
、
始
藩
竹
内
巾
者
也
、
し

と
一
一
一
日
へ
る
ほ
か
に
は
、
来
朔
風
、
が
、
論
一
乱
開
設
義
序
の
文
に
、
論
一
弘
開
設
を
引
殺
し
、

「
子
夏
六
十
四
人
共
按
仲
尼
微
一
一
一
一
問
、
以
営
素
玉
、
し

曹
と
惑
べ
て
、
加
に
つ
章
子
越
注
補
正
し

っ
孟
子
州
制
限
…
注
L

等
の
著
述
あ
る
焼
か
ら
推
し
て
、
大
践
、
投
夏
か
ら
子
忠
、

章
子
の
態
統
、
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
ら
し
い
、
が
、
停
経
を
主
題
比
論
ず
る
所
や
か
な
い
魚
、
共
の
輪
廓
を
指
摘
す
る
に
止
ま

。
る

1爵

の
停
絞
設
も
泣
く
鷲
伶
傍
、
司
馬
遼
比
遡
る
之
と
が
出
来
る
。
繁
露
、
食
序
話
代
、

っ
故
子
友
一
一
一
口
春
秋
玄
入
、
諸
談
皆
本
此
、
し

つ
'山刊

号hlJ

一
塁
諮
問
削
家
者
、
不
可
不
感
春
秋
吉
L

曹
と
あ
b
、
子
一
具
、
が
雰
款
の

に
関
山
県
し
た
で
あ
ら
う
之
、
と
、
が
殺
は
れ
る
。
史
一
話
、
孔
子
世
一
家
を
絡
く
と
、

悉た

!
;
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一
訴
に

と
の

い
か
あ

y

夕
、

い
。
問
題
伎
に
も

一
反
等
十
四
一
人
求
潟
史
記
百
市
得

一
一
十
間
別
立

よ
と
の

〉
ザ
ん
/
し
、

診
の
名
が
な
い
。
と
と
ろ
、
が
、
泰
秋
設
題
併
の
文
に
は
、
子
孫
の
名
が
表
は
れ

て
主
て
ゐ
る
。

っ
孔
子
作
春
秋
、

一
夜
八
千
字
、
九
月
一
郎
誉
成
、
以
授
務
夏
、
設
友
之
徒
不
能
改
一
字
、
L

一
三
五



一一一一六

斑
国
の
談
品
一
一
同
事
一
件
傍
停
賛
に
も
、

っ
仲
傍
法
談
一
承
一
旗
減
率
之
後
、
六
怒
隊
析
、
下
格
後
慣
、
搭
心
大
業
、
令
後
向
学
者
有
所
続
、
去
免
設
中
儒
首
、
然
考
共
的

友
、
獄
、
必
所
獄
、
務
未
及
序
務
夏
、
L

と
あ
る
が
、
静
一
足
ぞ
以
て
公
羊
停
経
の
先
的
と
え
だ
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

兎
に
角
、
好
友
体
経
の
解
説
は
、
間
撲
の
す
に
誠
一
探
し
得
る
わ
け
で
あ
る
、
が
、
民
日
路
に
、

f

智
子
を
一
挙
統
代
入
る
る
も

の
と
、
智
子
宮
排
斥
し
て
、
存
者
を
問
中
統
に
加
へ
、
務
一
友
停
怒
設
乞
確
立
し
ょ
ラ
と
す
る
雨
設
が
、
降
っ
て
や
山
州
問
内
午
、

或
は
以
後
の
公
羊
撃
に
出
現
し
て
来
方
。
公
唯
一
俸
を
絡
く
と
、
度
々
後
見
せ
ら
れ
る
の
、
が
、
っ
魯
子
日
L

の
文
で
あ
る
。

っ
各
子
日
、
接
不
以
寡
犯
衆
也
、
L

(
傍
公
五
年
)

寸
魯
子
日
、
是
主
也
、
不
桜
一
千
母
者
、
共
諸
此
之
制
約
輿
に

ハ
広
川
公
サ
四
年
)

「
魯
子
臼
、
泊
担
問
践
士
…
一
以
)
也
に

(
係
公
サ
八
年
)

やm
m
m
勝
一
'
公
羊
設
を
悲
じ
る
凌
緩
は
、
北
(
の
芳
、
公
主
問
答
代
、

「
問
問
燕
公
三
年
停
魯
子
呂
、
元
泌
氏
緩
以
魯
子
皆
是
曾
子
之
説
、
昭
十
九
年
俸
引
奨
正
予
十
本
匁
説
、
子
春
日
芯
ム
ザ
尚
子
弟
子
、

別
仏
仇
怨
曾
子
無
疑
也
、
此
設
可
信
好
、
日
、
一
按
一
一
冗
和
姓
纂
、
前
川
公
子
伯
禽
主
演
公
三
十
四
代
九
百
徐
年
、
怨
楚
所
滅
、

子
孫
以
闘
怨
L
A

、
淡
魯
mm
磁
人
也
、
持
此
別
孔
氏
之
内
徒
受
春
秋
者
、
向
銀
…
魯
姓
也
、

又
按
菅
一
仲
傍
繁
露
、
引
故

A

智
子

予
石
盛
美
祷
侯
安
誇
侯
一
式
一
去
、
別
・
智
子
亦
深
於
春
秋
者
、
此
成
之
然
一
智
子
支
無
疑
夫
、
又
按
王
伯
厚
五
海
、
念
就
錦
、



衛
官
春
秋
、
段
、
己
引
公
恭
一
停
魯
子
、
共
謀
己
久
L

と
一
一
一
日
仏
、
元
泌
総
が
、
骨
子
の
弟
子
奨
王
子
十
本
の
一
一
一
向
を
公
羊
停
に
引
け
る
焼
か
ら
、
魯
子
を
以
て
仲
間
子
の
設
な

b
と
設

く
を
問
へ
る
に
封
し
、
凌
隠
は
、
一
冗
和
姓
築
、
春
秋
繁
露
、
主
佑
厚
の
編
著
代
表
は
れ
た
る
所
か
ら
、
元
秘
経
設
に
賛

隠
し
て
ゐ
る
、
が
、
勢
、
事
は
恭
秋
体
経
設
に
蓬
説
得
し
て
来
る
。
際
立
撲
公
説
義
疏
、

一
八
、

っ
魯
子
者
、
答
疏
去
、
体
所
以
記
魯
子
者
、
欲
一
一
一
一
同
孔
氏
之
内
徒
受
森
秋
者
、
非
唯
子
夏
、
故
有
他
仰
失
、
共
際
十
一
年

記
子
沈
子
者
、
欲
明
子
一
反
所
体
、
非
溺
公
羊
氏
ム
犬
、
故
椛
記
共
人
、
以
炭
義
也
、
L

此
の
義
疏
の
設
は
、
凌
熔
の
設
右
京
ね
て
賛
同
し
だ
者
で
、
公
羊
義
疏
、
五
七
に
、
っ
凌
先
生
熔
繁
露
注
一
去
し
等
の
匂

や
}
一
度
ん
て
者
る
所
か
ら
し
て
も
、
段
階
の
設
を
多
分
に
綴
一
水
し
た
で
あ
ら
う
乙
と
が
ラ
な
づ
か
れ
る
。
し
て
者
れ
ば
、
骨

子
を
森
秋
の
停
経
に
加
へ
る
設
は
、
常
州
純
子
公
4
4
4

設
の
一
?
と
し
て
支
持
せ
ら
る
べ

3
者
と
ニ
一
一
口
へ
ょ
う
、
し
か
も
、
子
孫

に
関
し
て
は
賛
一
一
一
一
閃
し
て
ゐ
な
い
の
は
異
色
だ
。

-
勿
論
、
常

mm問
中
の
影
響
な
し
に
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
、
が
、
し
か
も
凌
階
、
際
立
ら
の
ゆ
日
子
炉
)
以
て
問
中
統
に
加

へ
る
設
に
も
係
ら
ず
、
康
有
怨
は
山
平
務
代
、
論
語
注
、
二
十
巻
、
共
他
の
著
述
の
中
に
が
れ
言
し
て
ゐ
る
乙
と
は
、
有
子

を
接
続
に
加
へ
て
、
骨
子
の
問
中
を
織
に
排
斥
す
る
乙
と
だ
。
問
内
子
市
議
の
註
文
に
、

っ
窃
子
十
二
子
籍
、
以
子
息
子
札
予
案
鈴
虫
(
ニ
一
一
ロ
、
以
怨
仲
尼
子
静
魚
沼
淳
子
役
、
烈
子
忍
孟
子
魚
子
砂
後
照
子
、
而
子
砂
防
色
R

率
引
骨
子
、
故
有
子
安
器
開
孔
子
之
大
選
者
、
L

七



i¥. 

と
あ
る
の
は
、
羽
子
非
十
二
子
知
の
文
官
か
ら
、
子
孫
、
子
忠
、
孟
判
の
接
続
を
案
じ
、
更
に
有
若
干
」
以
て
子
読
の
先

師
と
し
、
表
秋
停
経
の
系
列
に
参
加
せ
し
め
る
者
で
あ
る
。
又
、
別
代
、

っ
有
子
怨
予
防
W

之
師
、
常
停
大
同
之
道
、
し

、
・
と
品
一
一
口
ム
所
か
ら
表
れ
ば
、
大
問
之
遂
を
停
へ
た
、
1
1
i
明
僚
に
春
秋
の
停
経
を
述
べ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
立
(
の
孔

問
中
一
…
民
主
を
な
す
と
と
、
一
政
問
に
次
ぐ
と
て
、

プ
有

孔
子
弟
子
、
名
宏
、
少
孔
子
四
十
三
歳
、
孔
子
技
後
、
子
友
、
子
孫
、
子
張
之
資
皆
郎
之
、
草
食
孔
子
体
道
之

大
宗
、
子
臼
顔
子
外
得
孔
子
之
兵
税
、
最
似
孔
子
者
也
、
L

の
如

3
文
言
、
も
み
え
る
。

A

h
ノ

一

J
Y
と
手
、
、
ペ
ナ
f

作品

F
U川
一
寸
ノ
7
M
ド

K

M

郁
子

(7) 

額

b
に

円
一
月
し
、
泰
始
以
紛
の
註
文
に
ベ
王
治
不
知
考
侭
家
語
、
以
ゑ
子
法
問
中
子

智
子
、
滋
朱
誤
信
之
、
叉
的
A
w
w
怨
子
忠
武
子
之
五
伴
、
以
大
島
一

ψ

怨
智
子
之
武
田
、
鼠
(
中
成
論
語
孟
子
名
活
問
子
、
子
走
中

関
之
品
一
一
口
孔
務
者
、
僅
在
守
身
、
一
向
孔
子
章
一
仁
之
大
道
、

一
一
切
指
叡
菜
、
L

ふ
'
、
税
朱
の
設
を
詳
耕
す
る
と
共
に
、
智
子
の
接
官
排
斥
す
る
態
度
、
が
窺
へ
よ
ベ
ノ
。
務
部
総
の
註
文
代
、

「
内
川
有
子
丹
十
段
、
故
所
停
不
及
令
子
之
氏
、
後
援
列
十
哲
、
捺
有
子
子
末
、
部
以
子
思
孟
子
一
出
子
口
何
回
子
、
安
沿
王
荊
山
本

話
之
診
、
不
足
接
也
、
し

と
あ
る
が
、
之
に
擦
る
と
従
来
唱
へ
ら
れ
て
来
た
営
子
、
子
忠
、
託
制
の
問
中
統
設
が
山
期
さ
れ
て
了
ム
ミ
と
に
な
る
わ
け



究
。
勿
論
、

乙
れ
は
子
忠
、
設
子
を
子
孫
の
大
同
体
授
の
翠
統
代
参
加
せ
し
め
ん
と
す
る
心
持
か
ら
来
て
ゐ
る
乙
と
で

は
あ
る
。
先
怒
絡
の
註
文
に
、

っ
曾
子
之
笈
魯
、
故
守
約
有
絵
、
市
桜
充
不
足
、
雌
至
死
、
命
誌
容
貌
、
顔
色
弱
気
之
問
宜
共
成
就
之
、
小
於
孔
子
大

間
之
道
、
東
関
川
之
匁
期
人
之
山
県
、
皆
無
所
受
也
、
L

ム
川
正
問
主
予
と
、

日
一

=n乏
打
ご

z
c
r
/
7
V

っ
智
子
之
問
中
本
主
守
約
、
税
北
ハ
臨
夜
、
郷
呪
一
一
一
一
日
芳

之
選
、
一
雨
乃
僅
在
一
顔
色
容
貌
僻
気
之
粗
及
一
勝
手
足
之
時
、
亦
不
沼
地

戦
成
於
守
身
免
致
之
戒
、
所
斡
骨
子
之
一
一
一
一
口
凡
十
八
章
、
皆
約
身
悠
諮
之

立
よ
花
、
ロ
ν
f
J
Pト
d
A
心
古
川
内
日
立
リ
ヘ
I

、
ミ
ド
r
-
v
t
J
I
A
A

2
2二
一
買
や
Y

一一J
L

J
北
ム
イ
ヂ
パ
ス
芸
，
刀
、
d
ρ
ι

骨
子
未
営
内
問
・
孔
子
之
大
濯
、
殆
非
議
也
、
し

一
文
は
、

子
の
脇
十
嵐
bn}

の
入
と
な

b
か
ら
詐
致
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
骨
子
の
率
風
か
ら
推
し
て
、
大

院
の

に
体
授
芯
れ
た
と
は

飴
b
に
も
，
S
誌
や
か
で
あ
る
、
と

へ
ら
れ
な
い
、
一
智
子
の
問
中
風
は
、
孔
子
の
大
関
の
遊
ど
興
関
し
ち
ん
と
し
て
は
、

J--

一
作
、
骨
子
の
察
、
が
現
在
の
や
う
に
す
一
一
き
を
な
す
の
は
、
来
的
門
干
の
謬
れ
る
見

解
に
関
つ
だ
か
ら
で
あ
る
と
て
、
子
張
銘
の
…
げ
は
文
に
、

「
米
子
誤
雰
骨
子
治
接
、
し

ク
て
ゐ
る
。
子
張
緩
の
…
一
位
文
に
、
子
技
を
推
賛
し
て
、

「
箕
所
謂
篠
弘
信
篤
者
、
議
非
曾
子
子
一
級
A-mm
能
及
、
後
人
設
併
す
曾
子
、
L

」一一一九



一
回

O

と
て
‘
曾
子
、
子
一
泉
主
主
ハ
の
引
設
に
出
し
て
ゐ
る
、
恐
ら
く
、
康
有
有
の
意
中
は
、
子
務
の
大
同
俸
授
を
主
張
し
た
か

ら
に
乙
そ
あ
る
の
で
あ
ら
う
。

併
し
乍
ら
、
智
子
の
撃
の
孔
門
に
於
け
る
債
依
意
義
を
目
認
識
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
向
学
部
第
の
註
文
に
も
、

「
蓋
孔
門
之
後
係
、
難
分
八
、
市
本
始
質
分
二
宗
、
答
之
総
家
、
有
子
炭
大
知
慧
能
、
智
子
議
絞
刊
行
腕
秀
也
、
惜
有
子

平
浪
、
故
mm体
不
及
曾
子
之
炭
J

〉
}
述
べ
て
、
有
子
と
八
智
子
と
を
並
稀
し
、
又
加
に
顔
向
を
合
い
て
は
、
七
十
子
中
、
・
一
骨
子
、
智
子
と
さ
へ
一
一
一
口
っ
て
ゐ
る
。

新
く
し
て
、
康
有
匁
が
一
一
一
一
同
は
ん
と
欲
す
る
所
は
、
向
学
市
第
註
、

コ
ナ
思
孟
子
治
局
子
併
後
率
、
孫
子
務
嘗
率
引
匂
子
、
L

泰
伯
篤
誌
、

っ
子
忠
之
務
山
尚
子
子
務
、
強
，
子
之
一
一
一
一
口
最
可
一
官
接
、
L

子
張
篇
話
、

「
子
砂
防
後
感
有
子
息
孟
子
、
ゑ
孔
道
大
宗
、
し

の
意
に
在
っ
た
。

か
う
し
て
、
一
智
子
・
子
友
・
子
忠
・
孟
料
の
皐
統
を
案
じ
た
凌
路
設
と
、
砂
日
子
を
合
い
て
、
有
子
・
子
孫
・
子
思
・
孟
靭
を

系
列
し
た
康
有
然
設
の
二
流
、
が
、
常
州
島
ナ
波
及
び
そ
れ
以
後
の
公
平
設
に
ル
出
来
し
た
わ
け
で
あ
る
。
徐
ろ
に
之
乞
按
ず



る
に
、
要
す
る
に
、
子
息
・
設
判
を
公
羊
春
秋
の
関
学
統
に
入
る

L
と
と
に
反
お
は
な
い
、
し
て
宥
れ
ば
、
思
孟
は
孔
祭

体
経
の
正
宗
で
あ
っ
て
、
春
秋
の
体
経
を
此
慮
に
託
さ
う
と
の
深
さ
一
見
解
、
が
推
測
さ
れ
る
。
無
論
、
孟
子
に
は
、
泰
秋

島一
e

機
一
水
の
町
内
予
約
痕
跡
、
が
充
分
窺
は
れ
る
、
が
、
寧
ろ
、
そ
れ
よ
b
、
此
の
孔
準
体
経
の
正
宗
に
託
す
る
の
意
か
ら
来
た
つ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
凌
階
、
が
、
官
子
を
態
統
に
加
へ
た
の
は
四
番
設
か
ら
、
骨
子
・
子
思
・
孟
判
の
系
列
が
考
へ
ら
れ

ー
だ
乙
と
で
あ
ら
ラ
し
、
康
有
忽
が
有
子
を
以
て
し
た
の
は
、
宋
祭
事
ゲ
}
誹
誌
す
る
、
権
端
な
漢
勝
一

e

主
義
、
が
、
か
う
も
あ
ら

じ
め
た
の
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
、
何
故
に
突
如
有
子
が
著
恕
さ
れ
た
の
か
、
会
く
の
溺
断
で
あ
っ
て
、
共
の
意
を
遜

じ
符
な
い
。

一
方
、
凌
曙
設
も
、
部
経

K
遡
っ
て
詮
接
す
る
や
う
な
も
の
の
、
っ
魯
子
日
L

は
、
港
公
元
年
に
の
み
見
え

て
ゐ
る
も
の
で
も
な
く
、
公
羊
俸
十
一
巻
の
う
ち
に
は
黙
々
散
見
す
る
の
で
あ
る
。
逐
一
之
を
つ
曾
子
日
し
の
過
誌
と

見
倣
す
乙
と
は
ど
う
だ
ら
ラ
か
。
叉
、
単
に
惑
公
元
年
の
つ
魯
子
日
し
の
み
を
つ
骨
子
日
L

I
ど
考
へ
る
、
な
ら
ば
、
孔
門

七
十
子
中
、
魯
姓
の
者
な
し
と
い
ふ
自
ら
の
言
葉
、
が
営
ら
な
く
な
っ
て
じ
ま
ふ
。

乙
れ
は
、
際
立
の
平
一
一
口
ょ
っ
孔
子
之
内

徒
受
春
秋
者
、
非
唯
子
夏
、
故
存
他
姉
夫
、
L

の
意
に
託
す
。
へ

3
と
思
ム
。
た
刊
誌
、
魯
子
と
は
何
人
で
あ
ら
う
か
、
氏
蕗

に
疑
問
、
が
残
っ
て
来
る
、
が
、
果
し
て
と
れ
が
孔
同
七
十
子
の
中
に
在
る
人
や
ら
、
先
奏
、
渓
初
の
先
師
や
ら
、

乙
れ
さ

へ
分
明
し
な
い
。
公
羊
体
中
、
っ
子
沈
予
日
し
「
子
女
子
日
L
っ
子
公
羊
子
日
L

等
、
共
の
例
は
砂
く
な
い
が
、
J

或
れ
も
乙
れ

は
停
経
に
つ
れ
て
の
後
伏
の
掃
記
ら
し
く
、
七
十
子
の
中
代
之
を
求
め
る
と
い
ふ
乙
と
も
異
に
由
な
さ
事
と
一
一
一
一
口
ば
ね
ば

な
ら
ね
。

四2



四

新
く
て
、
前
羽
後
期
に
於
け
る
公
学
的
内
干
の
接
続
設
は
、
子
一
回
A
P
)
合
い
て
、
子
焼
、
が
論
ぜ
ら
る
る
や
ヲ
に
な

b
、
強
誌

擁
護
の
…
箔
を
絞
っ
て
、
子
援
の
制
作
、
が
華
々
し
く
主
張
せ
ら
れ
、
春
秋
の
率
統
を
決
定
し
ょ
ラ
と
さ
れ
た
。

機
運
、
が
子
併
の
制
作
で
あ
る
と
の
意
向
必
は
、
か
家

b
古
く
か
〉
り
取
沙
汰
さ
れ
た
ら
し
く
、

J

永
子
は
前
例
仲
の
一
一
一
一
口
を
引

3
4総
選
、
間
流
ヴ
ナ
務
作
し
と
い
ひ
、
一
五
探
訪
も
、
コ
波
子
治
内
入
所
記
し
と
い
っ
て
ゐ
る

Q

リ

W
州
率
一
以
に
在
っ
て
も
、
出
磁
反
が
、
識
経
通
論
に
、
っ
論
畿
内
子
好
一
体
践
に
と
い
ふ
小
論
文
を
掲
げ
、
つ

内
子
一
易
保

。
に
法
、
と

ιFJい
H
M
h
'
m
-
v
H
，、

:

j

i

l

l

-

H
g
p

二、

P
U
£
ド
リ
一
市

此
務
者
之
包
一
J
U

也、
L

と
て
、
子
併
が
孔
門
の
機
宣
悼
へ
た
者
で
あ
る
ミ
と
を
主
絞
す
る
ー
し
か
も
、

誠
一
連
が
子
併
の
制
作
に
係
る
と
の
所
設
に
は
、

か
な

b
の
考
一
穫
を

hqつ
ら
は
し
て
む
る
。

つ
…
脳
連
白
郡
司

J
J

門
係
、
出
金
お
皆
ヱ
J
m
妙
所
一
記
孔
子
之
吉
弘
、
し

ム」
f
し
、

す
る
以
上
、
子
併
の
門
下
の
作
で
あ
る
と
す
る
乙
と
は
蛍
ら
な
い
。
若
し
、
之
乞
門
下
と
す
る
忍

ら
ば
、
必
ず
や
一
五
俣
の
名
を
呼
稀
す
る
乙
と
は
あ
る
設
い
と
一
J
H

ーふ。

χ
、
彼
弓
下
箔
に
あ
る
子
併
の
雄
、
及
び
仲
尼
燕

mm、
出
般
、
五
藻
等
代
、
子
批
併
の
躍
を
い
ふ
も
の
が
甚
だ
多
い
、

乙
れ
は
、
子
孫
自
ら
か
、
或
は
芙
の
門
人
の
記
し
た

が
放
で
は
な
い
か
、
と
疑
ひ
、
織
の
正
体
、
が
子
野
に
在
る
乙
と
を
叙
し
て
、
総
連
一
筋
が
子
孫
の
作
な
る
べ
き
之
と
を

主
張
す
る
。
殊
に
共
の
来
的
仰
に
、

「
智
子
子
息
控
…
問
中
之
正
待
、
市
子
孫
別
機
感
之
主
体
也
己

「
子
一
皮
粂
遜
五
経
、
市
子
税
制
別
機
感
之
専
門
也
、
有
卿
番
以
殺
法
免
宗
、
大
小
裁
多
所
采
取
、
市
共
一
一
一
一
回
目
、
仲
尼
子
孫



怨
議
淳
於
後
世
、
以
子
砂
輿
仲
足
立
務
、
号
疑
共
降
線
之
町
内
小
自
子
孫
一
如
来
也
、
L

と
て
、
荷
予
非
十
二
子
泊
代
、

6

仲
尼
子
訴
を
以
て
並
訴
し
、
儒
山
が
に
推
す
所
か
ら
し
て
、
躍
の
正
体
、
が
子
併
に
あ
っ
た

正
考
設
し
だ
乙
と
は
、
信
州
療
以
後
の
公
羊
設
に
阪
る
影
総
を
山
県
へ
た
か
の
般
が
あ
る
。

v

邸
ち
、
鹿
半
は
っ
非
十
二
子
鈎
解
し
を
試
み
、
っ
仲
尼
子
孫
並
都
し
を
主
張
し
た
。
と
一
一
一
一
向
ふ
の
は
、
非
十
二
子
総
代
、

中・
1

じ

?
γ
4
f
/
ι
r
h
市
内
「
'
ア
ジ
久
父
と
と
工
、

J
i
ト
j

二
、
げ
が
守
h

d

J
与
の
点
1
f
c

一
ぇ
ノ
一
対
/
}
u
y

トじ

5
次
々
之
立
、

刀
打
芸

thル
l

一
度
々
仲
尼

弓
bn}
並
精
し
て
、
一
え
に
仲
尼
子
併
の
並
稿
、
が
な
い
、

之
れ
に
お
し
て

っ
た
ど
、
友
之
え
i
l
h
中

2

ー
グ
μ

ゴ
プ
4
3
3
立
主
イ
s
f

弓
、
子

不
知
誰
氏
、
或
討
停
弘
之
貯
問
料
、
子
弓
削
別
本
作
子
弘
、
淡
安
在
橋
庇
子
席
之
後

E

或
謂
舟
一
段
ハ
チ
仲
弓
、
期
仲
弓
之
問
中
、
他
紙
一
表
見
、
意
者
、
前
川
弓
、
魯
入
、
善
於
怨
灘
、
戎
郎
子
決
之
内
入
、
援
北
ハ
氏
、

市
子
弓
英
字
紙
、
是
不
可
符
市
考
、
L

と
て
、
疑
を
存
す
る
ま
¥
に
し
て
居
る
。
市
る
に
し
彰
一
や
は
、

「
荷
舎
一
腰
以
子
弓
輿
仲
尼
並
列
、
上
文
子
孫
、
洗
字
、
疑
弓
之
談
、
抑
或
弓
怨
お
字
誤
、
L

宅
と
、
向
ほ
疑
を
多
少
お
く
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
機
運
三
話
人
w
鮮
に
は
、
総
濯
の
一
筋
を
以
て
弓
子
投
大
同
紙
一
じ
と
唱

へ
て
ゐ
る
彪
か
ら
一
有
れ
ば
、
市
〈
北
(
の
指
向
、
が
考
及
さ
れ
よ
ヲ
し
、
非
十
二
子
籍
鮮
を
試
み
た
摩
半
の
意
図
が
奈
惑
に
在

つ
だ
か
も
了
解
出
来
よ
ラ
。

摩
半
の
療
を
紘
一
水
し
た
康
有
魚
、
梁
…
特
超
、
共
に
此
の
有
子
非
十
二
子
第
を
以
て
、
雄
選
は
子
読
の
作
で
あ
る
、
よ
玖

一回一一一



一
四
四

は
、
大
同
は
子
孫
の
正
停
で
あ
る
、
と
の
考
擦
に
之
を
用
ゐ
て
ゐ
る

0

・
康
有
念
に
濃
運
注
代
百

「
雷
同
一
飯
、
孔
子
弟
子
、
字
子
併
、
有
子
非
十
二
子
第
稿
、
仲
尼
子
務
ゑ
姦
厚
於
世
、
以
子
波
山
県
仲
尼
並
格
、

立
以
子
忠

↓
草
子
同
出
於
子
除
、
友
子
砂
魚
体
大
同
之
道
者
市
故
獄
学
之
、
此
蓋
孔
門
之
秘
宗
、
今
大
同
之
道
、
幸
得
一
体
、
以
え

孔
内
之
翼
船
側
、
是
也
、
L

と
て
、
子
市
山
・
孟
子
が
子
孫
の
惑
か
ら
一
政
生

L
だ
と
設
い
て
ゐ
る
。
子
瓜
子
徴
の
序
に
も
、

っ
孫
子
受
孔
子
大
同
之
道
、
停
之
子
忠
、
市
孟
子
受
業
予
子
忠
之
内
、
深
得
孔
子
春
秋
之
率
、
市
神
明
之
、
L

ξ 

ふ
。
却
ち
、
凌
陪
の
準
統
設
に
紙
総
す
る
わ
け
だ
。

是
ら
、
彦
一
小
と
康
有
魚
の
設
を
吟
味
す
る
に
、
ぃ
易
一
牛
の
所
設
は
、
会
〈
の
溺
断
で
根
擦
が
な
い
。
子
税
制
作
の
設
は
も

容
川
日
例
代
之
を
否
定
し
得
る
、
と
い
ふ
の
は
、
論
語
は
、
有
若
、
智
子
の
門
人
の
撰
と
都
せ
ら
れ
る
が
、

孔子の一一一一口を、

っ
孔
子
日
し
と
は
述
べ
ず
に
ベ
子
日
L

と
一
一
一
一
昨
っ
て
あ
る
、
路
運
箱
、
が
子
併
も
し
く
は
、

此
の
涙
の
作
で
あ
る
な
ら
ば
、

恐
ら
く
っ
子
日
L

と
い
ハ
ノ
カ
乙
と
で
あ
ら
う
。

叉
、
子
思
・
子
札
制
を
以
て
子
孫
の
感
統
に
入
る
、
、
乙
と
は
い
か
が
?

も
し
、
子
孫
の
皐
統
に
忠
?
?
胤
が
入
る
と
な
ら

ば
、
思
孟
、
砂
く
と
も
孟
子
に
は
、
共
の
一
籍
中
に
於
て
子
一
併
を
特
穏
す
べ
き
」
も
の
が
あ
る
佐
官
で
あ
る
に
係
ら
ず
、
一
見

?と

ふ
mm
な
く
、
却
り
て
智
子
と
子
思
に
就
て

ふ
之
と
が
多
い
。
子
批
併
に
就
て
一
一
一
m
ム
所
は
、
僅
か
に
二
一
個
所
に
止
ま

b 

一
は
、
公
孫
丑
牽
勾
上
に
、
っ
子
夏
子
孫
子
張
、
皆
謹
人
之
一
般
事
L
と
あ
b
、

一
は
、
っ
子
夏
子
張
子
辞
L

と
い
ふ
。



い
づ
れ
も
子
友
よ
b
下
、
代
排
列
さ
れ
て
ゐ
る
、
し
か
も
子
孫
子
一
褒
め
る
意
は
見
え
な
い
。

瓦
つ
、
非
十
二
子
絡
を
以
て
立
殺
す
る
、
が
、
立
(
の
校
爆
か
る
や
薄
弱
で
あ
る
。
錯
筋
頗
る
多
く
、
異
本
と
の
校
ん
口
に

擦
っ
て
、

と
れ
が
明
ら
か
に
哀
れ
る
。
五
先
謙
の
集
似
脚
本
に
擦
る
と
、

っ
略
法
先
五
市
不
知
鼻
、
統
、
猶
然
部
材
劇
志
大
、
間
見
雑
博
、
案
佐
欝
遊
説
、
訪
之
五
行
、
英
一
僻
遠
市
無
類
、
断
際
市

側
一
設
、
協
約
然
解
、
案
飾
共

mw、
市
紙
敬
之
、
日
、
此
異
光
芳
子
之
一
一
一
一
円
也
、
子
思
唱
之
、
孟
判
和
之
、
世
俗
之
海
猫
背

儒
、
暗
躍
然
不
知
芯
ハ
所
非
也
、
途
受
市
防
御
之
、
以
潟
仲
尼
子
務
、
務
厚
於
後
世
L

と
あ
る
が
、

を
つ
然
狛
而
L

と
作

b
、

一
本
に
は
、
っ
猶
然
而
L

叉
別
本
に
は
、
っ
猶
然
部
不
L

と
な
っ
て
、
っ
無
設
問
解
L

の
四
字
が
侠
け
て
ゐ
る
。

新
る
甚
だ
し
い
鈴
飽
か
ら
、
郭
窓
議
…
は
、

「
十
旬
子
度
一
古
川
仲
尼
子
弓
、
不
及
子
跡
、
本
筑
後
一
去
、
子
m
w
氏
之
妓
様
、
典
子
京
子
一
反
問
談
、
則
此
子
孫
必
子
弓
之
誤
じ

と
提
品
一
目
し
て
ゐ
る
、
部
数
反
の
決
仏
側
、
も
又
か
ラ
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
っ
仲
尼
子
m
w
並
格
L

の
立
論
は
、
殆
ん
ど
依
嬢
し

得
ゴ
る
乙
と
に
な
っ
て
く
る
で
は
な
か
ら
ラ
か
。

乙
れ
は
、
総
迩
百
一
政
の
大
同
設
右

中
一
一
回
復
か
ら
孔
子
に
結
ん
で
、
従
来
設
へ
ら
れ
て
来
た
、
春
秋
の
停
経
設
に
、
大
同
設
を
以
て
之
を
多
形
に
し
よ
ラ
と
し

的
ち
、
総
選
結
の
制
作
に
予
防
併
を
奉
げ
る
乙
と
は
、
校
擦
が
甚
だ
物
足
ら
な
い
。

た
爆
卒
、
成
以
・
一
特
急
ら
の
、
公
平
率
的
意
関
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
之
を
以
て
、
春
秋
の
停
怒
、
が
務
友
の
徒
に
在
。

た
と
い
ふ
、
史
記
や
設
題
僻
の
設
を
破
る
と
と
は
不
可
能
な
わ
け
だ
。

一
四
五
、



一
四
六

ニ
、
索
…
・
甲
山
索
箆
設

栄
滞
間
納
撰
論
一
乱
開
設
義
序
に
、
問
問
頭
、

つ
論
語
訪
日
、
子
夏
六
十
四
人
共
撰
件
尼
微
一
言
、
以
営
素
玉
、
微
一
一
一
一
向
者
性
血
(
天
道
之
一
一
一
一
口
也
、
此
二
十
篇
苓
立
(
僚
理
、
求

共
信
越
、
市
太
平
之
治
素
王
之
業
備
五
日
N
L

と
あ
る
。
索
王
論
は
、
公
羊
問
中
の
投
ず
る
興
味
あ
る
問
題
、
だ
。
常
州
問
中
論
語
設
も
必
然
的
に
孔
子
~
…
一
糸
玉
た
b
の
論
か
ら

出
後
し
て
ゐ
る
。
都
議
級
撰
論
語
迷
何
に
は
、
っ
素
玉
L

の
一
一
一
一
回
一
茶
は
後
見
山
山
系
な
い
、
が
、
顔
、
制
を
以
て
素
区
と
し
て
ゐ
る
、

街
露
公
籍
、
っ
遠
佼
入
」
の
枕
怖
に
、

っ
凶
器
入
所
興
共
制
作
者
、
係
顔
弐
之
子
、
博
文
約
雄
、
用
行
合
致
、
滋
薦
魚
好
感
一

d

一
皆
川
、
天
喪
素
直
、
市
二
市
川
三
玉
之
治

道
、
夫
子
之
微
ふ
一
一
問
、
或
幾
乎
怠
失
、
し

と
あ
る
所
か
ら
見
れ
ば
、
素
王
の
意
は
充
分
窺
ひ
得
ょ
う
。
祭
政
第
、
っ
五
十
市
知
天
命
L

の
伎
、

「
誇
受
命
制
作
、
設
敬
市
内
世
、
L

っ
瓶
故
市
知
新
し
の
僚
、

三
ハ
綬
皆
迷
古
昔
、
都
先
王
者
也
、
知
新
謂
遁
共
大
義
、
以
掛
酌
後
世
之
制
作
、
し

八
倍
策
、
っ
天
勝
以
夫
子
然
木
鐸
に

勺
封
人
以
夫
子
不
有
天
下
、
知
将
受
命
、
制
作
春
秋
、
設
…
数
蔦
世
也
専
L



子
学
的
胤
っ
鳳
烏
不
支
、
河
不
出
問
、
L

っ
天
牛
肉
夫
子
以
附
昨
夜
之
徴
、
関
川
室
時
亡
、
翠
入
不
作
、
故
日
、
敦
怨
来
哉
、

又
臼
、
広
口
選
窮
央
、
L

等
の
諸
一
文
は
、
執
れ
も
孔
子
索
玉
た

b
の
論
壌
か
ら
出
力
者
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

都
逢
蔽
撰
論
一
語
迷
何
、
が
、
何
休
設
を
と
ほ
し
て
孔
子
を
研
究
す
る
態
度
に
比
す
れ
ば
、
宋
叛
鳳
の
論
諸
説
義
は
、
直
接
、

孔
子
乞
研
究
す
る
に
在
っ
た
粘
か
ら
し
て
、
素
王
訟
を
根
擦
と
す
る
論
旨
が

E

説
義
十
各
の
う
ち
に
移
済
し
て
ゐ
る
。

摩
市
錦
、

っ
蛍
時
君
区
皆
不
知
孔
子
、
雨
天
白
知
孔
子
、
使
受
命
蛍
素
玉
、
L

結
納
政
錦
、

「
春
秋
之
作
備
関
疑
問
例
殆
之
義
、
総
天
制
作
、
銃
令
百
世
、
封
人
知
之
、
故
以
何
忠
於
喪
、
台
二
三
子
、
素
王
素
直
昭
然
に

等
の
諸
文
に
針
し
、
宋
朔
間
刷
、
が
帝
京
支
と
稀
す
る
者
に
は
、
必
し
も
孔
子
代
限
ら
れ
ゴ
る
も
の
が
あ
る
。

匁
政
篇

っ
孔
子
作
春
秋
、
以
枝
問
新
玉
、
市
遁
三
統
、
L

先
進
筋

っ
孔
子
成
森
秋
、
以
皆
素
玉
、
し

続
一
す
の
文
か
ら
者
る
と
、
春
秋
を
以
て
索
王
に
掛
問
。
る
の
義
、
が
見
え
る
し
、

一
四
七



一
'
四
八

壌
市
第
、

っ
澱
運
記
、
以
高
揚
文
武
成
支
局
公
魚
六
君
子
、
以
素
王
宮
之
、
L

ra 
也
府詰

つ
い
利
一
文
五
伯
之
強
者
、
故
傘
之
、
共
文
史
記
之
文
也
、
孔
子
自
謂
務
取
之
、
以
焦
点
糸
王
也
、
L

社
一
す
の
文
か
ら
推
し
て
、
孔
子
以
外
に
も
素
王
と
名
栴
さ
れ
た
乙
と
が
わ
か
る
。
勿
仏
側
、
裁
望
撰
論
語
注
は
、
判
例
宋
ニ
家

の
設
営
繕
一
水
し
て
殆
ど
徐
惑
が
な
い
。
阪
立
撰
公
羊
義
琉
、
共
の
他
、
常
州
向
車
今
文
公
平
設
も
、
此
の
素
王
の
義
を
綾

じ
て
の
立
一
論
で
あ
る
と
忠
ふ
。

孔
子
を
以
て
索
王
に
営
り
る
の
論
は
、
既
に
普
一
一
仲
傍
の
春
秋
繁
露
、

Am序
給
に
始
ま
る
ら
し
い
。

っ
孔
子
日
、
五
阿
国
行
事
加
奈
王
心
潟
、

m
似
共
位
波
、
以
正
人
倫
、
国
共
成
敗
、
以
明
服
、
辺
、
L

素
主
の
一
路
乙
そ
見
え
な
い
、
が
、
素
玉
の
義
ゲ
一
述
べ
て
ゐ
る
と
見
倣
す
べ
き
」
死
。
漢
書
、
査
一
仲
併
説
策
の
文
に
は
、

「
孔
子
作
成
作
秋
、
先
五
玉
、
市
繋
以
高
率
、
見
素
王
之
義
駕
に

と
あ
b
、
安
一
仲
併
に
索
王
の
語
が
肢
に
あ
っ
た
と
考
へ
う
る
わ
け
で
あ
る
。
無
論
、
後
淡
に
至
つ
て
は
、
今
文
た
る
と
、

古
文
た
る
を
問
は
ず
、
公
羊
た
る
と
左
氏
、
た
る
と
を
論
ぜ
ず
、
っ
孔
子
内
務
素
玉
、
L

の
思
想
が
汎
く
行
は
れ
た
も
の
ら
し

い
。
寅
遼
森
秋
序
に
、

コ
礼
子
魔
史
記
、
殺
是
非
之
設
、
立
素
王
之
訟

J



鍬
則
元
六
婆
論

「
孔
子
既
西
狩
獲
鱗
、
自
競
素
玉
、
急
後
世
受
命
之
君
制
坊
主
之
法
己

越
蚊
注
孟
子
公
孫
丑
籍
、

寸
以
鍔
孔
子
賢
於
発
舜
、
以
孔
子
但
魚
翠
、
不
王
天
下
、
市
能
制
作
素
王
之
道
、
故
美
之
、
L

越
岐
注
孟
子
勝
文
公
籍
、

っ
孔
子
惚
正
遜
途
滅
、
故
作
春
秋
、
図
魯
史
記
、
設
索
、
王
之
法
、
謂
天
子
之
事
也
、
L

成
欽
公
羊
序
、

コ
礼
子
良
国
魯
史
認
、
市
修
春
秋
、
制
索
王
之
道
、
し

枕
一
す
の
誇
文
が
見
え
、
緯
番
設
に
も
砂
く
な
い
。
文
選
、
孟
堅
の
胸
議
紙
注
に
引
か
れ
て
あ
る
、
演
孔
国
の
文
、

「
麟
出
、
周
亡
、
故
立
春
秋
、
判
例
素
玉
、
授
営
興
也
、
L

の
如

3
是
で
あ
b
、
設
苑
、
貴
一
徳
篇
に
見
え
た
る
、

寸
時
麟
市
政
友
、
道
不
行
、
徳
潔
不
治
、
於
是
、
退
作
春
秋
、
明
索
王
之
道
、
以
示
後
人
口

准
南
子
、
主
術
籍
、

寸
孔
子
之
議
、
智
渇
於
斐
弘
、
勇
絞
於
孟
賞
、
足
蹴
郊
蒐
、
カ
招
披
閥
、
能
亦
多
尖
一
、
然
市
勇
力
不
問
、
技
巧
不
如
、

事
行
孝
道
、
以
成
素
玉
、
事
亦
鮮
失
、
し

一
四
九



一
五

O

の
文
は
、
公
平
設
以
外
に
も
亦
素
支
の
義
を
平
一
一
口
ふ
も
の
が
あ
る
乙
と
を
物
語
る
。
然
る
に
、
ど
う
し
た
乙
と
か
何
休
設

に
は
素
王
の
一
一
一
一
て
か
後
免
出
来
な
い
。
'
勿
論
、
素
玉
の
意
を
暗
示
す
る
黙
は
あ
る
、
或
は
や
、
が
て
素
玉
設
に
後
展
す
る
で

あ
ら
う
と
者
取
さ
れ
る
や
う
な
設
は
あ
る
、
が
、
還
に
素
王
の
諾
は
見
蛍
ら
な
い
。

貌
均
一
時
以
降
、
必
の
設
は
盆
ム
γ

流
行
し
た
ら
し
く
、
社
預
の
十
本
秋
左
氏
体
集
解
序
に
は
、
茶
人
の
一
一
一
一
師
、

っ
或
日
、
森
秋
之
作
、
左
体
及
穀
梁
鮭
…
mm
文
、
設
者
以
魚
、
仲
尼
自
衛
反
魯
、
修
森
秋
立
士
一
糸
玉
、

丘
明
然
素
区
J

を
否
定
し
て
、
社
演
は
、

コ
ナ
路
欲
使
門
人
怨
区
、
孔
子
以
ゑ
欺
天
、
市
云
仲
氾
索
王
丘
明
素
直
、

又
非
遜
論
、
」

と
一
一
一
一
日
っ
て
ゐ
る
。
王
粛
の
孔
子
家
語
、
本
姓
解
に
も
、

っ
或
者
、

天
的
別
欲
鼠
(
素
王
之
乎
、
夫
何
共
感
也

J

、
と
あ
る
、
丘
切
を
以
て
素
皮
と
す
る
姑
か
ら
す
れ
ば
、
判
然
と
左
氏
設
に
も
索
王
代
濁
す
る
、
或
は
索
区
に
訴
す
る
見

解
、
か
あ
り
だ
ら
し
く
、

又
、
漸
く
此
の
時
代
代
先
立
ク
て
素
直
の
義
が
生
じ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
孔
穎
遠
の
左
体

正
義
に
も
、

っ
麟
是
帝
王
之
瑞
、
故
有
素
王
之
説
、

孔
子
~
…
…
糸
川
払
山
ベ
怨
宗
主
、
故
作
森
秋
、
立
素
王
之
法
、
邦
明
自
以
'
身
魚
索
泣
、

故
筋
肉
玉
、
作
会
一
氏
之
棒
、
L

と
あ
b
、
左
俸
が
、
友
丘
明
の
作
で
あ
る
乙
と
が
、

乙
れ
等
に
よ
っ
て
営
然
主
張
せ
ら
れ
る
わ
け
だ
。



ム
、
素
直
の
義
は
乙
れ
と
越
さ
を
異
に
す
る
。
郎
ち
、
左
丘
切
に
代
ム
る
に

顔

mk以
て
す
る
に
在
る
ο
常
州
第
が
割
問
一
守
し
た
索
度
設
も
亦
乙
れ
に
外
な
ら
な
い
。
均
一
塁
間
迷
何
、
衝
窓
公
錦
、

仏
仙
の
左
氏
設
に
訴
し
て
、
公
羊
設
に

っ
凶
器
入
所
奥
共
制
作
者
、
惟
顔
氏
之
子
、
博
文
約
穂
、
用
行
合
減
、
溺
薦
然
好
感
ナ
索
、
天
喪
素
区
、
二
常
三
白
石
之
治
道
、

夫
子
之
微
一
一
一
一
回
、
或
幾
乎
怠
尖
も
し

の
文
が
ほ
廷
で
あ
る
ο

恐
ら
く
乙
れ
は
、
干
支
の
m
m
雑
卦
注
、

っ
弟
子
民
政
者
数
失
、
市
夫
子
不
興
一
一
一
一
口
三
代
損
金
、
以
非
主
ハ
任
也
、
同
期
備
一
一
一
一
問
、
王
者
之
佐
、
伊
予
之
入
也
、
故
夫
子

及
之
沼
崎
、
L

何
休
注
公
認
・
、
哀
公
十
四
年
、

コ
ム
人
生
顔
、
淵
怨
夫
子
輔
佐
、
死
者
、
是
天
的
問
亡
夫
子
之
詮
者
也
、
L

設
す
の
窓
か
ら
出
た
者
で
あ
ら
う
。
左
氏
説
、
が
、
左
丘
明
子
ニ
索
区
と
し
て
主
張
し
た
程
に
は
、
古
い
文
献
が
後
見
し
え
な

い
、
併
し
此
の
↑
江
氏
設
に
讃
抗
す
る
者
に
は
、
顔
淵
の
索
区
設
が
指
摘
3
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
北
堂
書
紗
各
五
二
、

地
抑
留
間
一
誠
各
三
等
、
代
、

コ
ナ
夏
日
、
仲
尼
匁
索
玉
、
務
部
匁
可
徒
、
子
路
悠
司
窓
、
L

の
文
子
}
一
者
る
、
顔
、
制
を
以
て
索
区
と
な
す
の
意
で
あ
る
乙
と
、
が
窺
は
れ
る
。
太
平
御
覧
各
二
百
七
に
は
、

っ
子
支
怨
可

作
会
よ
と
作
b
、
路
冷
類
型
の
文
が
あ
る
。

一
五
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新
く
、
素
王
設
を
辿
っ
て
来
る
と
、
始
め
は
っ
孔
子
内
務
素
王
!
一
と
一
一
一
一
ロ
ム
や
う
な
設
は
な
く
弓
以
森
秋
蛍
索
玉
、
L

の

義
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
素
区
設
の
如
き
は
支
に
降
ク
て
起
っ
た
設
で
あ
る
ら
し
い
が
、
来
し
て
何
人
の
設
さ
始
め
た
一
説

で
あ
る
か
は
敦
れ
も
判
然
し
な
い
。
皮
錫
瑞
撰
森
秋
遁
論
の
文
、
代
、

「
公
羊
有
一
本
秋
索
王
之
義
、
苦
…
何
皆
明
一
一
一
一
口
之
、
市
後
世
疑
之
者
、
図
説
以
素
王
開
局
孔
子
、
L

と
あ
b
、
孔
子
の
索
玉
た
る
の
義
を
訣
れ
b
と
し
て
居
る
。
し
て
者
れ
ば
、
何
休
文
設
例
の
文
、

寸
新
周
故
宋
、
以
脊
秋
営
新
玉
、
氏
一
科
三
回
日
也
、
L

稜
記
疏
に
引
か
れ
た
る
熊
安
生
の
一
一
一
一
問
、

コ
礼
子
修
森
秋
、
匁
素
王
法
、
以
立
一
一
一
一
問
、
L

山
地
寸
の

が
、
素
王
の
出
品
(
義
を
穿
っ
て
ゐ
る
乙
と
が
了
解
さ
れ
よ
ラ
。
減
-
鹿
仙
川
(
芥
経
日
記
に
も
、

此
の
義
を
論
じ
て
、

「
稗
文
序
録
一
去
、
公
羊
存
王
悠
期
注
十
二
巻
、
学
門
子
、
河
東
入
、
高
日
数
常
侍
反
陽
位
、
蒋
秋
制
、

文
王
指
孔
子
者
、

関
川
子
用
緯
校
、
一
一
口
問
中
本
秋
之
法
、
以
孔
子
怨
文
王
、
糟
記
正
義
、
山
線
下
日
、
釣
命
決
一
去
、
来
然
制
法
之
玉
、
黒
絞
不
代

蒼
賞
、
是
孔
子
怨
文
王
之
卒
、

叉
或
稀
素
玉
、
按
総
説
、
以
孔
子
怨
文
玉
、
謂
孔
子
作
春
秋
制
、
法
文
王
侯
後
世
耳
、

非
諮
孔
子
詩
文
王
也
、
王
氏
誤
解
、
将
一
念
孔
穎
逮
議
取
口
寛
也
に

と
一
…
一
一
向
ふ
、
安
王
の
義
は
、
郎
ち
「
孔
子
作
十
一
将
秋
制
、
法
文
王
侯
後
世
耳
、
L

に
在
る
の
で
あ
う
℃
他
に
無
い
。

抑
ん
T

、
素
王
の

は
、
何
縫
か
ら
来
て
ゐ
る
の
か
。
蕗
子
、
天
道
お
の
文
、



プ
一
六
虚
静
情
淡
寂
実
無
怨
者
、
寓
物
之
本
也
、
明
氏
以
南
郷
秀
之
怨
君
也
、
明
氏
以
北
西
舜
之
怨
臣
也
、
以
此
慮
上
帝

王
天
子
之
徳
也
、
以
此
底
下
支
禦
索
王
之
道
也
、
以
此
退
居
雨
期
務
江
海
山
林
之
士
服
、
以
此
準
局
崎
市
向
一
世
、
別
功
大

名
額
一
仰
天
下
一
也
、
静
市
型
、
動
市
王
、
無
怨
也
市
季
、
撲
索
前
天
下
英
能
典
之
容
美
、
L

に
遡
る
乙
と
、
が
出
来
る
や
う
売
。
っ
素
窓
也
、
一
一
一
一
間
無
牧
市
袋
王
之
、
L

っ
一
倍
共
選
怨
天
下
所
件
師
、
市
知
県
共
得
者
、
所
謂
士
宮
小
玉

自
責
也
、
し
等
の
、
法
務
で
も
わ
か
る
や
う
に
、
老
症
の
つ
無
怨
而
王
」
の
」
義
、
ど
思
想
す
る
も
の
で
あ
る
(
大
河
の
根
義
は
、

叉
在
宥
第
に
見
え
て
ゐ
る
、
か
う
し
て
一
有
れ
ば
、
嘉
子
が
公
法
十
嵐
?
の
相
営
根
本
義
に
鯨
れ
る
べ
き
資
料
を
提
供
す
る
わ

け
で
あ
る
、
そ
乙
で
摩
半
、
以
下
の
公
羊
訟
に
は
嘉
子
の
思
想
、
が
章
一
規
せ
ら
れ
て
主
だ
、
殊
に
康
有
怨
に
は
、
延
子
を

以
て
森
秋
の
接
統
に
加
へ
、
大
同
の
遣
を
停
へ
た
と
ま
で
い
ふ
に
至
っ
て
ゐ
る
。

っ
論
語
註
L
O
公
冶
長
籍
、
寸
子
的
明
日
、

我
不
欲
人
之
加
誇
我
也
、
L
の
僚
、
。
「
子
験
蓋
開
孔
子
天
道
之
停
、
又
深
得
仁
恕
之
官
、
自
顔
子
市
外
間
一
知
二
、
蓋

体
孔
子
大
同
之
道
者
、
徳
之
出
子
方
、
存
体
急
症
周
、
一
一
一
一
円
在
宥
、
天
下
大
変
自
由
之
旨
、
蓋
孔
子
極
深
之
準
設
也
、
但

以
来
一
品
川
共
持
、
故
多
微
一
一
一
一
悶
不
変
、
卒
一
嘉
周
乃
議
後
之
、
し
O
子
学
枕
腐
っ
顔
淵
暗
然
歎
し
の
後
、

然
難
綴
カ
錦
索
、
終
不
若
顔
子
之
形
容
夫
、
次
則
嘉
子
、
次
一
刻
子
忠
、
次
知
子
議
、
次
期
宰
我
、
L
O
越
市
篇
に
、

っ
五
子
皆
善
一
一
一
一
ロ
徳
行
者
、寸先

後
風
一
省
子
体
詩
治
問
機
、
孟
子
停
恭
秋
、
来
子
停
泊
弱
、
L
)

葦
一
仲
傍
針
策
に
看
る
や
う
に
、
夙
に
葦
一
件
好
に
素
王
の
一
一
一
一
口
あ
P
9
a

正
す
る
る
・
な
ら
ば
、
立
一
冗
神
第
、

っ
峰
崎
入
党
者
、
諮
本
詳
始
、
敬
小
俣
徴
、
士
山
知
死
次
、
形
如
委
衣
、
安
精
養
紳
、
寂
実
無
念
、
L

五



一
五
四

ロ
ポ
立
昨
夏
語
、

4
1
イ
s
長
引

λ
J

「
魚
人
君
者
、
唐
無
免
之
位
、
行
不
一
一
一
一
口
之
教
に

位
サ
の
森
秋
繁
、
露
の
文
か
ら
推
し
て
、
砂
か
ら
ず
、
老
症
の
思
想
が
授
精

L
て
ゐ
る
、
と
す
れ
ば
、
素
王
の
義
も
、
も
と
a

定
子
天
道
筋
の
文
か
ら
端
絡
習
に
な
?
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

陀
の
素
玉
設
と
平
行
す
る
か
の
や
う
に
し
て
、
王
魯
の
設
が
あ
る
。
乙
れ
も
、
査
一
仲
併
の
春
秋
繁
露
に
見
え
た
る
、
奉

本
錦
、

っ
今
森
秋
級
魯
以
一
一
一
一
問
主
義
、
殺
際
結
…
以
怨
一
一
地
班
、
宗
定
哀
以
然
考
放
、
至
傘
立
高
、
芝
府
側
昆
明
、
L

王
道
総

寸
持
政
疾
来
初
者
得
夜
、
料
婁
儀
父
務
字
、
膝
謀
格
侯
、
荊
得
入
、
介
葛
慮
符
名
、
内
出
品
一
一
口
如
、
諸
侯
来
日
朝
、
大
夫
来

日
制
作
、
王
道
之
意
也
、
L

一
一
一
代
改
制
質
文
第
、

勺
故
森
秋
熔
天
、
作
新
王
之
事
、
時
正
黒
統
、
王
魯
命
薬
、
純
夏
新
潟
故
宋
に

九
取
序
第
、
盟
舎
姿
錦
、

「
図
並
行
関
市
容
天
下
、
L

舵
一
寸
の
諸
文
子
一
以
て
券
、
の
始
め
と
す
る
ら
し
い
。
史
認
、
孔
子
世
家
に
も
、



っ
乃
問
問
史
記
作
恭
秋
、
上
宝
際
公
、
下
詑
哀
公
、
十
四
年
十
二
公
、
擦
魯
競
局
、
L

￥
と
あ
る
。
市
る
に
、
玉
魯
の
鋭
、
が
、
何
休
の
淑
解
に
出
づ
る
、
と
誹
難
す
る
設
が
甚
だ
し
く
多
い
の
は
、
ど
う
し
た
こ

警
と
だ
ら
う
。
旅
立
撰
公
主
義
統
、
四
九
、
に
も
之
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

っ
治
公
法
・
者
、
警
有
一
新
周
故
宋
之
鋭
、
新
周
出
此
体
、
安
非
如
注
解
、
故
宋
俸
給
無
、
叉
唯
穀
梁
有
之
、
然
意
尤
不
相

渉
、
是
以
諮
問
儲
王
麗
瀞
談
何
氏
制
局
王
魯
、
大
賊
一
来
夜
、
志
遜
公
説
、
市
役
往
還
怨
公
主
疾
病
者
也
、
按
新
周
放
宋
、

見
之
…
窓
生
繁
露
、
史
公
孔
子
世
家
、
必
商
談
終
的
相
体
之
義
、
京
子
所
謂
、
罪
我
者
、
立
(
惟
表
秋
、
部
斥
新
府
故
宋
壮
一
寸

義
、
出
兵
七
十
子
微
品
以
内
大
義
也
、
非
何
氏
瓶
斜
、
貌
菅
俗
儒
不
識
経
郎
大
旨
己

勿
論
、
是
は
、
社
預
の
春
秋
左
氏
体
序
の
文
、
っ
一
一
一
一
同
公
羊
者
L

の品一一向、

公
説
者
亦
…
訳
、
知
府
間
王
魯
、
危
行
一
一
一
一
日
遜
、
以
避
営
時
之
申
告
、
故
微
共
文
、
隅
町
一
共
表
、
L

に
到
し
て
、
社
預
が
、

っ
所
帯
之
王
部
一
平
王
也
、
所
用
之
藤
郎
周
£
也
、
所
裕
之
公
邸
魯
騒
乱
、
安
・
一
位
企
(
齢
制
周
荷
主
魯
乎
、
し

と
駁
せ
る
を
、
克
に
反
絞
し
た
文
で
も
あ
る
。
此
彪
に
回
顧
し
て
、
何
休
皐
が
、
王
魯
三
統
紘
一
寸
の
設
に
擦
っ
て
、
何
休

壌
と
し
て
の
綾
系
を
形
成
し
て
ゐ
る
乙
と
は
確
か
だ
。
仏
ぬ
の
姑
に
関
す
る
限
b
、
何
休
の
瓶
設
と
思
考
せ
ら
る
¥
で
は

あ
ら
う
け
れ
ど
、
該
思
想
倒
侶
の
問
題
、
代
就
て
、
と
れ
が
何
休
の
瓶
解
で
あ
る
と
し
て
、
難
詰
す
べ
き
理
由
は
何
等
存

し
な
い
。

一
五
え



一
去
冶
ハ
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安
に
玉
魯
の
設
は
、
公
主
撃
の
後
賞
で
あ
る
。
何
休
段
、
会
主
・
停
、
寸
際
、
公
二
年
表
、
会
合
同
戎
於
滑
に
の
僚

コ
枠
秋
五
品
営
、
間
切
営
先
向
詳
正
、
前

m
g淳
、
市
簿
資
於
入
、
」

邪
間
内
疏
っ
文
公
七
年
、
三
月
、
甲
戊
、
取
須
的
、
し
の
僚
、

「
際
、
公
之
持
、
新
王
始
起
、
営
先
白
河
正
、
L

等
、
王
魯
の
設
は
、
累
世
公
羊
撃
の
綴
承
す
る
所
と
衣
っ
た
。
常
州
惑
に
在
っ
て
も
、
無
論
、
緩
承
せ
ら
れ
、
華
華
し

く
展
開
せ
ら
れ
た
。
劉
逢
旅
撰
穀
梁
申
何
、
寸
広
川
公
第
し
に
あ
る
、

っ
春
秋
非
怨
象
局
開
作
、
L

の
一
一
一
一
回
は
、
蓋
し
、
大
勝
率
直
と
一
一
一
一
回
は
ざ
る
を
得
な
い
。
設
苑
宅

「
君
選
第
L

の一一一口、

コ
礼
子
日
、
夏
選
不
亡
、
・
一
向
徳
不

作

尚
徳
不
亡
、
周
徳
不
作
、
周
徳
不
亡
、
春
秋
不
作
、
春
秋
作
、
部
後
君
子
知
周
遊
亡
也
、
L

に
盛
ら
れ
た
る
思
想
よ
金
、
慶
一
層
尖
鋭
的
で
は
な
い
か
。
奪
周
の
怨
に
作
る
に
非
ず
と
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
王
魯
の

殺
を
主
張
し
た
者
で
あ
る
。
し
か
も
、
如
何
に
も
さ
っ
ぱ

b
と
一
一
一
一
日
っ
た
と
い
ふ
戚
に
う
た
れ
る
。
'

併
し
、
と
も
す
る
と
、
王
魯
の
設
と
、
っ
以
春
秋
営
新
王
L

の
設
と
の
問
に
、
明
僚
を
欽
か
な
い
で
も
な
い
。

は
、
春
秋
を
新
主
と
一
一
一
一
同
ひ
乍
ら
、
他
方
で
は
、
魯
を
王
と
す
る
と
一
一
一
一
日
ム
の
で
あ
る
。

一
方
で

実
縫
に
は
矛
盾
さ
へ
戚
じ
ら
れ
る
。
際
立
撲
公
羊
義
疏
、
「
隅
般
公
二
年
、
春
秋
之
始
也
L

の
僚
に
、

「
葦
駿
一
組
以
下
魚
春
秋
之
総
一
組
、
非
魯
関
之
際
…
砲
、
翠
人
以
託
之
容
一
一
一
問
、
不
知
見
之
行
事
、
故
仮
魯
以
張
治
本
、
非
開
熔



異
矯
受
命
五
也
、
」

一
と
あ
b
、
庭
回
一
内
文
撰
恭
秋
例
表
「
朝
例
表
第
一
L

に
は
、

「
春
秋
王
魯
、
市
税
王
如
棒
、
著
事
天
子
方
伯
之
義
者
、
託
豆
、
非
賞
五
也
、
L

と
、
王
魯
の
者
、
が
明
僚
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
て
者
る
と
、
っ
俄
魯
L

の
義
は
、
っ
春
秋
之
陰
極
、
非
魯
閥
之
際
程
、
L

の
文

に
在
る
わ
け
だ
。

「
以
恭
秋
賞
新
王
L

の
訟
も
、
っ
王
魯
し
の
訟
も
、
皐
一
党
は
、
同
じ
思
想
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、

周
の
怨
の
つ
等
五
L

の
義
は
る
一
く
無
い
。

最
后
に
素
王
の
…
訟
と
の
関
係
で
あ
る
、
が
、

乙
れ
に
闘
す
る
趨
営
な
解
説
が
後
見
さ
れ
な
い
。
あ
も
ふ
に
、
魯
は
昭
公

出
奔
し
て
、
定
公
、
一
万
年
に
部
位
を
記
載
す
る
能
は
ず
、
公
羊
徳
一
に
、
定
公
元
年
の
僚
に
、

っ
{
足
哀
多
微
獄
、
主
人
初
臼
北
ハ
議
、
市
間
共
体
、
如
来
知
己
之
有
罪
吾
川
爾
に

一
と
あ
る
を
推
ぺ
し
で
も
わ
か
る
様
に
、
定
公
・
哀
公
-
別
ち
、
孔
子
の
晩
年
に
は
、
魯
の
衰
微
は
甚
だ
し
か
っ
た
、
孔
子
が

春
秋
経
を
制
作
し
て
、
千
株
秋
の
制
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
、
そ
れ
ま
で
に
も
、
営
時
の
大
人
格
と
し
て
泡
せ
ら
れ
た
こ

と
は
推
察
し
う
る
。
論
語
、
八
恰
篇
の
文
、

「
儀
封
入
詩
見
、
回
、
君
子
之
至
於
期
也
、
吾
未
嘗
不
得
見
也
、
従
者
見
之
、
出
日
、
二
三
子
何
患
於
喪
乎
、
天
下
之

無
一
道
也
久
夫
、
天
終
以
夫
子
怨
木
鐸
に

子
字
体
総
の
文
、

一
五
七
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「
子
疾
病
、
子
路
使
門
入
念
臣
、
病
問
白
、
久
尖
哉
、
由
之
行
詐
也
、
無
臣
、
荷
屈
服
有
臣
、
五
日
誰
欺
、
欺
天
乎
J

等
か
ら
窺
へ
ば
、
孔
子
が
常
時
凡
ゆ
る
方
面
か
ら
ど
ん
な
態
度
を
と
ら
れ
て
ゐ
た
か
が
想
像
さ
れ
る
。
砂
く
と
も
一
介

の
土
で
は
な
か
り
だ
、
翠
な
る
世
態
の
指
導
者
で
な
か
っ
た
乙
と
は
首
脅
し
得
る
。
無
論

E

孔
子
自
ら
一
一
索
王
と
銃
し
た
、

或
は
、
孔
子
、
脊
秋
を
制
し
て
、
素
王
と
衣
す
、
と
い
ふ
様
な
乙
と
は
ラ
け
、
が
は
れ
ね
、
が
、
営
時
の
人
心
の
、
孔
子
に

務
す
る
態
度
の
多
く
が
か
ラ
な
の
で
は
-
な
か
っ
た
か
。
部
ち
、
っ
以
…
本
秋
営
索
王
L

の
義
が
合
得
せ
ら
れ
る
。
恐
ら
く
こ

れ
は
‘
孔
予
の
波
後
、
森
秋
経
に
一
不
さ
れ
た
る
孔
子
の
遠
藤

i
i森
秋
の
制
を
以
て
孔
子
の
綜
一
例
の
存
す
る
所
と
税
だ
、

所
説
、
孟
子
、
際
文
公
章
句
下
、

「
孔
子
日
、
知
我
者
、
主
(
惟
脊
秋
乎
、
界
我
者
、
共
佐
一
本
秋
乎
に

の
意
か
ら
、
「
以
仲
い
応
時
間
安
王
し
の
心
持
を
、
者
秋
経
に
移
し
た
の
で
は
あ
る
・
ま
い
か
。
後
代
、
異
説
斡
猿
し
て
往
く

m

を
知
ら
ず
、
常
州
問
中
公
学
設
に
在
。
て
も
、
到
底
茶
の
微
唯
一
同
大
義
の
奈
迭
に
存
し
た
か
、
之
を
指
摘
す
る
乙
と
は
不
可

能
な
紋
態
で
あ
る
。

会
羊
盤
ー
の
論
設
に
は
、
常
識
的
に
考
へ
て
も
索
に
溺
断
と
牽
強
附
舎
が
多
い
。
併
し
、
多
い
か
ら
と
い
っ
て
之
を
否

定
し
去
る
乙
と
が
来
し
て
尖
蛍
で
あ
ら
う
か
o
E
公
羊
患
は
、
新
し
い
時
代
雰
間
試
を
把
握
し
て
次
か
ら
次
へ
と
新
奇
な

展
開
を
生
ん
で
お
た
、
時
代
思
想
に
つ
れ
て
轄
縫
し
℃
さ
だ
。
所
謂
只
管
に
つ
真
理
L

探
求
に
波
頭
す
る
他
の
諸
皐
と

比
一
一
か
意
義
そ
異
に
す
る
。

一
面
歴
史
撃
で
あ
b
、
政
治
療
で
あ
b
、
叉
思
想
準
で
あ
る
と
忠
ふ
。
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